
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  単身赴任者の帰宅費用 

Ｑ：単身赴任者が本社で会議をするために

出張し、それに併せて帰宅する場合には、出

張手当を支給しても問題ないですか？  

 

Ａ：その出張が、主として職務遂行上必要

であり、かつ、その旅費が適正である場合に

は問題になりません。 

【解説】 

出張旅費は、給与所得者が勤務する場所を

離れてその職務を遂行するための旅行をし、

もしくは転任に伴う転居のための旅行をした

場合又は就職もしくは退職をした人がこれら

に伴う転居のための旅行をした場合などに、

その旅行に必要な支出に充てるために支給さ

れるものは非課税とされています。 

したがって、このことからすると、単身赴

任者(配偶者又は扶養親族を有する給与所得

者で転居を伴う異動をした人のうち単身で赴

任した人をいいます)が赴任先から家族のも

とへ帰宅するための旅行は職務遂行のための

旅行でないことから、給与として課税される

こととなるのですが、単身赴任者については、

それにより経済的負担が発生するという事情

もあることから、単身赴任者が職務遂行上必

要な旅行に付随して帰宅のための旅行を行っ

た場合に支給される旅費については、これら

の旅行の目的、行路等からみて、これらの旅

行が主として職務遂行上必要な旅行と認めら

れ、かつ、その旅費が非課税とされる旅費の

範囲を著しく逸脱しない限り、非課税として

取り扱って差し支えないことになっています。 
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